
 

 

 

上流部会「課題の抽出」に向けて 

 

 

１．第２回流域委員会までの目的 

 ◆天竜川上流部における治水面・利水面・環境面における現状を把握し、  

課題を抽出し、とりまとめる。（第１回流域委員会付議書より） 

 

 

２．課題の抽出に向けて 

 

 

第２回 上流部会 
資料－３ 

第３回現地調査会
事務局（素案）説明

第２回上流部会
部会長（案）提示
「上流部の課題」作成

第２回流域委員会
「上流部の課題」提示
「天竜川の課題」作成

各委員からの意見

各委員からの意見



 

 

 

 

 

 

第 1 回 天竜川流域委員会 上流部会 議事骨子 

 

 

 

 

1.副部会長について 

上流部会長 鈴木徳行（名城大学 教授）より副部会長として沖野

外輝夫（信州大学 名誉教授）が指名された。 

 

 

 

2.今後の審議の進め方について 

3 回の現地調査会により現状の把握を行い、その後、部会にて課

題の抽出を行う。 

 

 

 

3.次回日程について 

第 1 回の現地調査会を 5 月中旬頃とする。 

第 1 回  上 流 部 会

議 事 骨 子  



 

 

 

 

 

付   議  書 
 

 平成 15 年 2 月 18 日  

 

 

天竜川流域委員会  

上流部会  部会長  殿    

 

天竜川流域委員会    

 委   員   長   

 

 

天竜川上流部における課題について 

 

 

 

天竜川上流部［長野県内における天竜川水系の大臣管理区間］における治  

 

水面 ・利水面・環境面の現状を把握し、それらの課題を抽出すること。 


